
障害者支援施設松山荘 令和 7年度地域連携推進会議  議事録 

 

 

１ 開催日時   令和 7 年 12 月 11 日（木曜日）  １４：００より 

２ 開催場所   松山荘作業棟 

３ 出席者     利用者：1名 

   家族（成年後見人）：1 名 

           地域の関係者：ＮＰＯ法人 高齢者・障害者サポートクラブ 2 名 

           職員：運営責任者含め３名 

４ 議長      運営責任者 

５ 議事録作成  職員 

 

 

【議長】 

１ ・ 令和７年度障害者支援施設松山荘、地域連携推進会議の開催宣言と挨拶  

 

２ ・ 会議の趣旨説明 

    ａ.利用者と地域との関係作り 

    b.地域の人への施設等や利用者に関する理解の促進 

    c.施設サービス等の透明性と質の確保 

    d.利用者の権利擁護 

 

３ ・ 構成員の自己紹介 

 

４ ・ 松山荘のあゆみと現状 

    a.平成 10 年（1988 年）開設。前身となる東松山市に有った松山光風寮は老朽化による建て

替えの為、毛呂山町へ移転。松山荘の 4 つの通り名が松・山・光・風通りとなっているのは

松山光風寮が由来。 

    b.定員は１００名だが現在数は75名。高齢化と重度化が進み近年は老人ホームに毎年入所

している。受診等の医療的ケアが増えており職員業務の比重の多くを占めている。 

    c.利用者の親も高齢となり、身元引受人も親から兄弟へ代替わりしている。親と兄弟では思

いも大きく違い、施設との関係も希薄になってきている。保護者会の運営も困難となり昨年

度で解散している。 

 

５ ・ 障害者支援施設の今 

    a.国連の障害者権利条約における日本の現在地と今後の課題については注視している 



    b.意思決定支援と地域移行の促進は難しい課題ではあるが、社会資源を活用しながら出来

る範囲で必ず実行していかなければならない 

 

６ ・ 松山荘の日常生活 

    a.日中の過ごし方として、仕事ができる利用者は少ないが出来ることをやって頂いている。ま

た仕事をしている利用者で定期的に慰労会を開催している。 

    b.入浴は週に 3回が基本だが利用者によって回数は増やしている 

    c.レクリエーションとしては毎月の誕生会、定期的な食事会、日帰り旅行や一泊旅行の外出

を実施している。 

<利用者より> 

私は１６年前に入所している。入所前は他の施設も選択肢が有ったが皆と相談して松山荘

にしたが一時的な入所と考えていた。コロナ前は施設の旅行は毎年のように行っていた。今

年は日光だったが過去に行ったから参加しなかった。普段から買い物や墓参りなど外出もし

ているので空いている時間は自由に過ごせている。    

 

７ ・ ヒヤリハットと事故報告書 

    ａ．県への事故報告の件数、施設内での事故報告書とヒヤリハットの件数報告 

    ｂ．事故報告とヒヤリハット報告共に服薬に関する事故が多い 

    c.その他の主な事故として、1 人での外出中に熱中症となり救急搬送された。食事中にパン

を詰まらせた。アルコールスプレーを置きっ放しにしていた等 

 

８ ・ 施設見学の感想と質疑 

    家族（成年後見人）  見学日（１１月５日  １２時～１３時） 

    ＜内容＞施設全体の説明と見学。その後昼食を試食して頂く 

    感想→居住棟と食堂・浴室が離れており支援が大変そうだと思った。 

     

    地域の関係者  見学日（11 月 6 日 １０時 00 分～11 時４０分） 

    ＜内容＞施設全体の説明と見学 

     ・施設が広いのもあると思うが高い所や外回りに環境整備が行き届いていない印象であっ 

たが最近は随分と綺麗になっている。 

      →9 月に入職した男性パートが清掃整備を中心に働いているため助かっている。（運営

責任者） 

     ・月 2 回程お邪魔しているが利用者や職員さんとのやり取りも増えているので嬉しい。 

    地域の関係者  見学日（11 月 10 日 １４時００分～14 時３０分） 

・これから利用者の意思決定や地域移行をさらに促進していかなければならない。かなり 

難しいとことではあるが頑張って頂きたい。 



     →今後の重要事項と承知している。利用者と一番接しているのは職員である。利用者の 

意思をどうやって汲んで支援に落とし込むかの力を付けなければならない。（運営責任 

者） 

・施設内で働いている利用者に対しての慰労会等を実施して楽しみも提供して欲しい。 

      →提供していきます。（運営責任者） 

     ・スポット的なパートを積極的に雇い、職員の補助をしてもらうようにすると良い 

      →人材不足は課題であるが解決も難しい。しかし正社員よりはパートの方が就職希望者 

は多いので積極的に動く必要がある。（運営責任者） 

     ・施設をもっと知ってもらうためにも地域の方々と接点を持った方が良いと思う。他法人のＦ 

施設を例に挙げられる。 

      →Ｆ施設は就労型の事業もやっており、そこから地域へのアプローチもしている。参考に 

なると考える。（家族の方） 

      →育心会も昔は地域との交流としてお祭りを開催して地域と交流をしていた時期が有っ

たが今はやっていない。また数年前に地域貢献のプロジェクトを立ち上げ子供食堂

に食事を提供している。独居高齢者への食事提供も社協を通じてやっていた。区長

等の地域の方を招いて施設見学を実施したこともあるが今はやっていない。続ける事

が大切であることは痛感している。（運営責任者） 

 

９ ・ その他 特になし。 

 

以上、議長は議事が全て終了した旨を告げて、15 時 30 分に閉会となる 

 


